
言
葉
の
壁
を

取
り
巻
く
問
題
に

長
年
取
り
組
む
団
体

「
た
だ
い
ま
！
」

15
時
過
ぎ
、
埼
玉
県
入
間
郡
三

芳
町
に
あ
る
藤
久
保
公
民
館
の
一

室
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
続
々
と
〝
帰
宅
〟

し
て
き
た
。
迎
え
る
の
は
、
外
国

に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
の
学
習

支
援
を
無
償
で
続
け
て
い
る
「
街

の
ひ
ろ
ば
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。

ラ
ン
ド
セ
ル
を
下
ろ
す
や
い
な

や
、
ど
の
子
も
わ
が
家
に
帰
っ
た

よ
う
な
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情

を
見
せ
る
。

１
９
９
７
年
か
ら
20
年
に
わ
た

り
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
児

童
生
徒
に
向
け
た
日
本
語
指
導

員
派
遣
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
街
の
ひ
ろ
ば
」は
、２
０
０
７
年
、

小
・
中
学
生
を
対
象
に
「
子
ど
も

学
習
広
場
」を
開
設
。
毎
週
月
・
水
・

金
の
３
日
間
、
小
学
生
は
放
課
後
、

中
学
生
は
夜
間
に
学
習
支
援
の
場

を
提
供
し
て
い
る
。

埼
玉
県
の
在
留
外
国
人
は
、
お

よ
そ
16
万
７
０
０
０
人
（
平
成
29

年
12
月
末
現
在
、
法
務
省
発
表
）

で
、
全
国
で
５
番
目
に
多
い
。

「
１
９
９
７
年
に
活
動
を
始
め
た

当
初
は
、
地
域
在
住
の
外
国
籍
の

大
人
の
方
の
た
め
の
日
本
語
教
室

で
し
た
。
そ
の
中
で
『
来
年
子
ど

も
を
母
国
か
ら
呼
び
寄
せ
る
ん
で

す
』
と
い
う
話
題
が
出
る
こ
と
も

多
く
、
翌
年
か
ら
す
ぐ
に
子
ど
も

た
ち
の
支
援
も
始
め
ま
し
た
」
と

語
る
の
は
、
同
法
人
の
梶
加
寿
子

理
事
。
草
創
期
か
ら
外
国
に
つ
な

が
る
家
族
の
支
援
に
尽
力
し
て
き

た
。来

日
後
、
子
ど
も
た
ち
の
多
く

が
公
立
の
小
・
中
学
校
に
転
入
す

る
が
、
日
本
語
が
全
く
話
せ
な
い

場
合
、
日
本
人
児
童
生
徒
と
同
じ

授
業
に
つ
い
て
い
く
こ
と
は
難
し

埼
玉
県 

◉ 
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

街
の
ひ
ろ
ば

国
語
・
日
本
語
教
育
部
門

この度は博報賞の受賞、
誠におめでとうございま
す。「街のひろば」と三
芳町とのつながりは深
く、長年にわたって日本
語を母語としない児童生
徒を学校の内外でサポー
トしていただいてきまし
た。地域に根ざした活動
は、学習面、精神面で大
きな効果を上げ、日本語
に触れた経験が少なく、
言葉に不安を抱えた子ど
もたちに夢と希望を与え
続けています。今、在留
外国人の数も増えている
現状で、「街のひろば」
のような活動に対して社
会的ニーズが高まってい
ます。是非、今後も明る
く生き生きと地域で暮ら
す子どもたちを育てるた
めに三芳町を応援してい
ただければと思います。

三
芳
町
教
育
委
員
会
　
古
川 

慶
子 

教
育
長

い
。
梶
さ
ん
た
ち
は
、
そ
う
し
た

児
童
生
徒
の
た
め
に
、
他
の
児
童

生
徒
が
通
常
の
授
業
を
受
け
て
い

る
間
、
教
室
と
は
別
の
場
所
で
日

本
語
の
基
礎
を
教
え
る
、
い
わ
ゆ

る「
取
り
出
し
授
業
」を
続
け
て
き

た
。平

成
26
年
度
に
は
文
科
省
も
特

別
の
教
育
過
程
と
し
て
外
国
人
児

童
に
お
け
る
教
育
支
援
制
度
を
施

行
。
し
か
し
、
日
本
語
指
導
が
必

要
な
児
童
生
徒
が
10
人
未
満
の
自

治
体
の
場
合
、
担
当
教
員
が
措
置

さ
れ
に
く
い
の
が
現
状
だ
。

言
葉
は
生
き
る
た
め
の
武
器

日
本
語
学
習
支
援
が
育
む

子
ど
も
の
未
来
と
可
能
性

「
三
芳
町
は
小
さ
な
町
な
の
で
、

各
校
に
対
象
の
児
童
生
徒
が
５
人

未
満
の
場
合
が
多
く
、
ど
う
し
て

も
制
度
の
網
の
目
か
ら
こ
ぼ
れ
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。
10
人
で
も
１

人
で
も
問
題
は
同
じ
な
の
で
す
が

…
…
」（
梶
理
事
）

「
街
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
そ
う
し
た

子
ど
も
た
ち
の
受
け
皿
と
し
て
地

道
に
活
動
を
続
け
て
き
た
。
取
り

出
し
授
業
に
よ
っ
て
、
日
本
語
力

が
つ
い
て
き
て
も
、
通
常
の
学
習

に
追
い
つ
く
の
は
さ
ら
に
努
力
が

必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
同
法
人

で
は
、
放
課
後
や
夜
間
に
も
学
習

を
支
援
す
る
「
子
ど
も
学
習
広
場
」

を
開
設
す
る
に
至
っ
た
。

「
教
科
書
な
ど
で
使
わ
れ
る
い
わ

ゆ
る
〝
学
習
言
語
〟
は
と
て
も
特

殊
。
た
と
え
ば
数
学
な
ら
『
公
式

を
使
っ
て
解
を
求
め
な
さ
い
』
な

ど
、
日
常
会
話
で
は
使
わ
な
い
言

い
回
し
が
頻
出
し
ま
す
。
学
習
言

語
を
分
か
り
や
す
い
言
葉
に
置
き

換
え
て
説
明
す
る
こ
と
が
と
て
も

重
要
」
と
話
す
の
は
、
松
浦
康
介

理
事
長
。
さ
ら
に
、
言
葉
の
習
得

は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
に

も
つ
な
が
る
。

「
言
葉
は
自
分
の
感
情
を
伝
え
、

自
己
表
現
を
す
る
う
え
で
、
も
っ

と
も
重
要
な
道
具
で
す
。
言
葉
が

育
て
ば
、
先
生
や
友
だ
ち
に
率
直

に
自
分
の
気
持
ち
や
悩
み
を
伝
え

ら
れ
、
よ
り
深
く
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
。
言
葉
を
持
つ
こ
と
は
、

生
き
る
う
え
で
最
大
の
武
器
に
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
」（
松
浦
理
事

長
）そ

ん
な
松
浦
理
事
長
の
思
い
を

体
現
し
て
い
る
の
が
、
小
学
校
３

年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の

６
年
間
、
同
法
人
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
た
村
上
高
尚
さ
ん
だ
。
現
在

は
結
婚
式
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

な
が
ら
大
学
に
通
う
。
村
上
さ
ん

が
母
親
と
と
も
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か

ら
来
日
し
た
の
は
小
学
校
３
年
生

の
は
じ
め（
１
学
期
）の
こ
と
だ
っ

た
。

「
来
日
直
後
は
、
学
校
の
先
生
に

さ
さ
れ
る
と
泣
い
て
し
ま
っ
て
い

ま
し
た
」
と
語
る
が
、「
大
学
生
活

は
毎
日
が
刺
激
的
。
将
来
、
や
り

た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

困
っ
て
い
ま
す
」
と
未
来
を
語
る
。

そ
ん
な
彼
に
泣
き
べ
そ
を
か
い
て

い
た
少
年
時
代
の
面
影
は
見
つ
け

ら
れ
な
い
。

「
い
ま
の
僕
が
あ
る
の
は
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
出

会
え
た
か
ら
。
僕
も
後
輩
た
ち
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
」
と
話
す
。

自
分
の
思
い
を
真
っ
直
ぐ
に
、
か

つ
筋
道
を
立
て
て
話
す
彼
の
姿

は
、
同
法
人
の
長
年
に
わ
た
る
成

果
の
確
か
な
証
で
あ
る
。

日々の宿題から高校受験対策まで、子どもたちのサポートを担うのは、大学生や主婦などを中心としたボラ
ンティアの先生たちだ。

大学3年生の村上高尚さん。後輩のサポートにも参加している。

生活言語の習得に1年半〜2年、学習言語は7〜8年
かかる。そのため小学校低学年からの指導は必須。

非漢字圏の子どもにとって、社会・
理科などの用語はかなり難しい。

「街のひろば」理事長
の松浦康介さん。

日本語を母語としない児童生徒への
教育的・精神的・経済的な支援を通し
言葉によって育まれる子どもの未来
日本語がわからない外国につながりを持つ子どもたちの
学習支援と居場所づくりに尽力してきた取り組みに、博報賞が贈られた。


